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　２月23日（金）、佐賀県唐津市
の唐津商工会議所の宮島清一会頭

（宮島醤油㈱社長）と山下正美専
務理事、宮島醤油㈱の宮島礼二郎
副社長が、宇都宮商工会議所を表
敬訪問され、当所関口快流会頭、
佐藤佳正専務理事と歓談されまし
た。談論風発、さまざまな話題が出
た中から、いくつかのトピックスを
紹介します。

佐
賀
県・唐
津
商
工
会
議
所
の

宮
島
会
頭
が
当
所
を
表
敬
訪
問

映
画
や
餃
子
な
ど
約
１
時
間
に
わ
た
り
歓
談

特
集
2　

唐
津
商
工
会
議
所
来
訪

宇
都
宮
市
＋
唐
津
市
＝

餃
子
と
カ
レ
ー
の
コ
ラ
ボ

　

唐
津
市
は
佐
賀
県
北
西
部
に
位
置
し
、
人
口
は

約
12
万
人
。
古
く
は
風
土
記
に
「
松
浦
」
の
地

名
で
登
場
し
、
江
戸
時
代
に
は
唐
津
藩
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
都
市
で
す
。
産
業
で
は
第
三
次
産
業
従

事
者
が
就
業
人
口
の
約
６
割
を
占
め
、
商
業
都
市

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

唐
津
商
工
会
議
所
は
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年

に
設
立
さ
れ
、
会
員
数
は
約
１
２
７
０
事
業
所
で

す
。
今
回
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
に
来
ら
れ
た

宮
島
清
一会
頭
は
第
13
代
で
、平
成
24
（
２
０
１
２
）

年
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
宮
島
醤
油
㈱
は
創
業
が
明

治
15
（
１
８
８
２
）
年
で
、
主
に
醤

油
、
味
噌
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年

に
は
宇
都
宮
市
の
清
原
工
業
団
地

に
宇
都
宮
工
場
を
開
設
し
て
お
り
、

宇
都
宮
と
も
関
係
の
深
い
企
業
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
九

州
の
醤
油
メ
ー
カ
ー
で
東
日
本
に
生
産
拠
点
を
置

い
て
い
る
の
は
、
宮
島
醤
油
だ
け
で
す
。

　

工
場
を
設
け
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
宇
都
宮

餃
子
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
商
品
も
開
発
、
発

売
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
に
宇
都
宮
餃
子
会
の
承
認
登
録
商
品
で

あ
る
レ
ト
ル
ト
食
品
「
宇
都
宮
野
菜
餃
子

カ
レ
ー
」を
発
売
し
、話
題
と
な
り
ま
し
た
。

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
餃
子
と
カ
レ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョン
は
、消
費
者
に
も
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
好
評
を
受
け
て
、
３
月
１
日
に
は
新

た
に
３
種
類
の
商
品
を
発
売
し
ま
し
た
。

　

餃
子
の
具
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
食
品
で
、

「
餃
子
の
具
で
カ
レ
ー
作
っ
て
み
た
」（
４
０
０
円
）

「
餃
子
の
具
で
ま
ぜ
ご
飯
の
素
作
っ
て
み
た
」

（
３
０
０
円
）「
餃
子
の
具
で
ス
ー
プ
作
っ
て
み
た
」

（
２
０
０
円
）
の
３
種
類
で
す
。「
餃
子
店
の
ま
か

な
い
ご
飯
」
と
い
う
共
通
タ
イ
ト
ル
が
つい
て
お
り
、

パッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
宇
都
宮
餃
子
の
街
」
の
文
字
が

大
き
く
入
っ
て
い
る
の
で
、
店
頭
に
な
ら
ん
だ
時
に

は
目
立
つ
こ
と
間
違
い
な
し
で
し
ょ
う
。

　

宇
都
宮
餃
子
会
の
鈴
木
章
弘
事
務
局
長
に
よ
れ

ば
、
何
度
も
工
場
に
足
を
運
ん
で
試
食
し
、
味
に

か
け
る
熱
意
を
感
じ
て
頭
が
下
が
る
思
い
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

市
民
参
加
の
大
作
映
画

『
花は

な

筺が
た
み

』（
唐
津
市
）

　

唐
津
商
工
会
議
所
と
宇
都
宮
商
工
会
議
所
に

は
、
も
う
一
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。
映
画

で
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
名
監
督
の
１
人
、
大
林
宣
彦

監
督
の
映
画『
花
筺
／
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ（
は

な
が
た
み
）』
が
昨
年
12
月
に
全
国
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
太
平
洋
戦
争
前
夜
の
若
者
た
ち
の
姿
を
描

く
こ
の
作
品
は
、
唐
津
市
が
舞
台
。
撮
影
の
ほ
と

ん
ど
が
唐
津
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

唐
津
商
工
会
議
所
も
映
画
作
り
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
市
民
レ
ベ
ル
で
の
協
力
で
し
た
が
、
唐
津

市
が
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
メ
ニュ
ー
の
一
つ
に
映

画
への
資
金
提
供
を
掲
げ
た
こ
と
や
、
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
エ
キ
ス
ト
ラ
で
市
民
が
参
加
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
唐
津
市
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
映
画

作
り
に
取
り
組
む
形
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
約
１
０
０
０
人
、
エ
キ
ス
ト
ラ
は
約
２
０
０
０

人
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
膨
大
な
数
の
市
民
が

何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
公
開
に
先
駆
け
て
唐
津
市
で
先
行

上
映
も
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
回
数
は
何
と
26
回
、

映
画
館
を
訪
れ
た
観
客
数
は
７
０
０
０
人
！

　

こ
う
し
た
唐
津
市
民
や
行
政
、
唐
津
商
工
会
議

所
の
協
力
が
実
を
結
び
、『
花
筺
』

は
第
72
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

日
本
映
画
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
映
画
雑
誌
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
に

よ
る
第
91
回
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン

の
日
本
映
画
部
門
で
第
２
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

映
画
の
時
代
背
景
が
太
平
洋
戦

争
前
夜
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
林

監
督
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て

当
時
の
唐
津
市
を
再
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
唐
津
く
ん
ち
（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
）
な
ど
、
唐
津
市
な
ら
で
は
の
伝
統
や
文
化

な
ど
が
登
場
し
、
観
客
に
唐
津
市
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
「
原
作
が
檀
一
雄
の
文
芸
映
画
で
、
上
映
時
間

が
１
６
８
分
と
長
い
の
で
、
難
し
い
映
画
と

い
う
印
象
を
持
つ
人
も
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
」
と
話
す
宮
島
会
頭
で
す
が
、
映
画

の
完
成
度
の
高
さ
を
誇
り
に
感
じ
て
い
る

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宮
島
会
頭
に
よ
れ
ば
「
地
域
活
性
化
へ

の
効
果
は
、こ
れ
か
ら
」
だ
そ
う
で
す
が
、

大
勢
の
唐
津
市
民
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
醸
し
出
さ
れ
た
連
帯
感
、
一
体
感
は
、

今
後
の
大
き
な
財
産
に
な
る
で
し
ょ
う
。

地
方
創
生
ム
ー
ビ
ー

『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』（宇
都
宮
市
）

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
地
域
創
生
ム
ー
ビ
ー『
キ

ス
で
き
る
餃
子
』
も
、
多
く
の
宇
都
宮
市

民
や
企
業
、
行
政
な
ど
が
協
力
支
援
し

た
点
は
、
唐
津
市
と
同
じ
で
す
。
主
演
の
足
立
梨

花
さ
ん
は
、
撮
影
と
同
時
期
か
ら
メ
デ
ィ
ア
へ
の
登

場
が
さ
ら
に
多
く
な
り
、
そ
の
度
に
「
好
き
な
食

べ
物
は
餃
子
」「
餃
子
の
映
画
を
作
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
、
さ
り
げ
な
く
映
画
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
気
配
り

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
か
ら
帰
っ
て
き
て
家
業
の
餃
子
店
の
た
め
に

奮
闘
す
る
女
性
と
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
恋
愛
模
様
を

描
く
こ
の
映
画
は
、
昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

宇
都
宮
市
で
ロ
ケ
を
行
い
ま
し
た
。
本
誌
読
者
に

も
、
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し
た
り
、
撮
影
を
見
学

し
た
方
が
お
ら
れ
る
の
で
は
？

　
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』
も
ほ
と
ん
ど
の
撮
影
が
宇

都
宮
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
編
集
作
業
な

ど
最
後
の
追
い
込
み
で
、
６
月
に
全
国
公
開
が
決

定
し
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
で
の
先
行
上
映
も
正

式
に
決
ま
って
い
ま
す
。

　

宮
島
会
頭
に
よ
れ
ば
、
宮
島
醤
油
の
新
商
品
も

『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』
が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。
映

画
の
中
で
出
て
く
る
シ
ー
ン
が
基
に
な
り
、
そ
こ
か

ら
新
商
品
「
餃
子
の
具
で
カ
レ
ー
作
って
み
た
」
な

ど
３
点
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
映
画
を
媒
体
と

し
た
、
唐
津
市
と
宇
都
宮
市
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
う
れ
し
い
驚
き
で
す
。

　

４
月
〜
６
月
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ンペ
ー
ン

「
本
物
の
出
会
い　

栃
木
」
に
も
焦
点
を
合
わ
せ

た
地
方
創
生
ム
ー
ビ
ー
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』。
関

口
会
頭
は
支
援
す
る
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

関
口
会
頭
は
「
最
初
は
『
キ
ス
で
き
る
餃
子
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
違
和
感
が
あ
っ
て
、
監
督
に
別

の
タ
イ
ト
ル
を
提
案
し
た
ら
、
叱
ら
れ
ま
し
た
」

と
こ
ぼ
れ
話
を
披
露
し
、
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
キ
ス
と
餃
子
と
い
う
、
合
わ
な
い
も
の
を

合
わ
せ
る
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
の
だ
そ
う

映画ポスターの前で握手を交わす、唐津商工会議所宮島清一会頭（左）と当所関口快流会頭（右）

会頭室で、１時間にわたって歓談。右から唐津商工会議所宮島会頭、
同山下専務理事、宮島醤油㈱宮島副社長、当所佐藤専務理事、関口会頭

『キスできる餃子』クランクインパーティー。
主演の足立梨花さん（中央）、田村侑久さん（左）、監督の秦建日子さん（右）

３月発売の宮島醤油の新商品は、
宇都宮餃子会とのコラボ

佐賀県唐津市を舞台に制作された映画「花筐」ポスター

で
す
」
と
監
督
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
を
讃
え
ま
し

た
。

　
『
花
筺
』
が
唐
津
市
の
伝
統
や
文
化
を
盛
り
込

ん
で
い
る
映
画
で
あ
る
と
同
様
に
、『
キ
ス
で
き
る

餃
子
』
に
は
今
の
宇
都
宮
市
の
姿
が
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
民
だ
け
で
な

く
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人
な
ら
ば
、
映
画
を
観
な
が

ら
「
あ
、
知
って
い
る
」「
そ
こ
も
知
って
い
る
」
と

笑
顔
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　

※　
　
　

※　
　
　

※

　

約
１
時
間
の
歓
談
は
、
映
画
と
餃
子
、
宮
島
醤

油
の
新
商
品
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

映
画
と
餃
子
が
縁
と
な
っ
て
実
現
し
た
、
今
回

の
表
敬
訪
問
。
今
後
も
、
唐
津
商
工
会
議
所
と

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
交
流
を
促
進
し
、
と
も
に

地
方
経
済
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
。


